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ようこそ、日本へ！

長崎県病院企業団
長崎県上五島病院
〔実習実施者〕



○ミャンマーって
　　　どんな国？

上五島病院５階病棟（地域包括ケア病棟）で実習に励む実習生

　実習開始から 2 か月が経ち、
上五島でも生活（環境）や業務
にも慣れてきたところです。
　常に、明るい笑顔と純粋な心
で対応する３人に、医療に関わ
りものとしての基本姿勢を思
いださせてもらいました。３人
の目標達成に向けて、職員全員
で支援を行っています！
　　　　長崎県上五島病院

　頭島看護部長







　今回は、Ａ4 のお話です。Ａ4 やＡ5 と聞いて高級和牛肉を思い浮かべる人は、食いしん坊の方か企業

団本部で一番肉好きのＴＭＹさんぐらいだと思います。そうです、Ａ4 とは用紙のサイズのことです 。

　どうして、Ａ4 版の用紙の話をするかというと、今年の６月１７日に企業団新規採用職員研修があり、

私が「職業人として公務員としての心得」をテーマとして講演を行いましたが、その資料を作成する際、自

分が県庁に入った昭和 62 年当時の新規採用職員の研修を思い出し、その時のテキストが見つかりまし

た。下の写真で大きさが分かるかと思いますが、企業団のパンフレットがＡ4 版、私が研修を受けた時の

「新職員のしおり」がＢ5 版です。お分かりの通り、昭和の時代はＡ版ではなくＢ版が主流でしたが、平成

５年頃から国際規格であるＡ版化が始まり、行政文書もＡ版化されました。

　ここで、Ａ版とＢ版の違いについて説明したいと思います。Ａ版は国際規格サイズで、面積が１㎡の

ルート長方形（縦：横＝１：√2 の長方形で、どこまで半分にしても同じ形になる長方形のことです）を

Ａ０（841×1,189ｍｍ）として、それを半分にするとＡ１、そのまた半分がＡ２となり、同じようにＡ３、

Ａ４、Ａ５となります。つまり数字が増えるごとに面積は半分になります。また、Ｂ版は日本独自規格サイ

ズで、面積が１.５㎡のルート長方形をＢ０（1,030×1,456ｍｍ）とし、先ほどと同じように、半分にする

とＢ１、そのまた半分がＢ２となり、同じようにＢ３、Ｂ４、Ｂ５となります。お分かりのとおり元の紙の

大きさがＡよりＢが大きいので、同じ数字であるＡ４とＢ４を比べるとＢ４の方が大きくなります。

　平成５年以前は、Ｂ版が行政文書の正式規格で、Ｂ５版は主に鑑文書等に使用され、Ｂ４版は表などに

使用されていました。しかし、それを全て原則としてＡ４版に変更するという政府の方針転換がありまし

た。特に苦労したのが、Ｂ４版の資料をＡ４版に縮小する作業です。縮小コピーすればいいじゃないかと

思われるかもしれませんが、字が小さくなるということで、内容や項目をコンパクト化することが必要と

なりました。また、収納する棚については、Ｂ４版は横書きが主流だったので高さはＢ５版縦と同じ高さ

（257ｍｍ）になりますが、Ａ４版は縦置き（297mm）なの

で高さが足りず入らないという事態が生じ、収納スペース

の確保にも苦労したことを覚えています。

　令和の時代になり、昭和で使われていたＢ版を知る人が

だんだん減ることは悲しい限りです。

　
　　　　　　　　　（文：副企業長 上田 彰二）


